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免疫組織化学抗体一覧表
検査抗体名 抗原分布

ACTH 下垂体前葉で合成分泌される副腎皮質刺激ホルモン。
AFP 胎児期の肝細胞、卵黄嚢、腸管上皮、肝細胞癌、卵黄嚢腫瘍など。

Amylase アミロースを加水分解してグルコースを産生。αアミラーゼには P 型と S 型の二つのアイソザイムがあり、P
型は膵に特異性が高く S 型は主に唾液腺から分泌。

Amyloid A AA 型アミロイドーシス（二次性アミロイドーシス）における全ての臓器および組織中の AA 型アミロイド沈
着物と反応。

Amyloid P component アミロイド P コンポーネントの検出。
BCG 抗マイコバクテリア抗体の検出。

bcl -2 癌遺伝子産物でミトコンドリア内に存在。多くの濾胞性リンパ腫、高悪性度の B/T 細胞性リンパ腫、リンパ
芽球性リンパ腫、Ki-1 リンパ腫、HCL などの腫瘍性濾胞と反応性濾胞の鑑別。

bcl -6 濾胞性リンパ腫、び漫性大細胞性 B リンパ腫、Burkitt リンパ腫、リンパ球優勢型の結節性 Hodgkin 病で陽
性細胞の核に反応。

Ber-EP4（EA） 扁平上皮角質層、肝細胞、腎壁細胞を除くほとんどの上皮細胞。他の上皮性抗体より交差反応が少ない。
BRST-2（GCDFP-15） アポクリン化生細胞、アポクリン癌

C1q 抗原に結合した抗体を認識して結合するアダプター分子で、標的細胞の表面に C1 複合体を固定するとともに
C1r を活性化する。

C3c, C4 マクロファージなどのもつ補体受容体と結合し貪食作用を促す。

CA19-9 腺癌（正常膵、消化管粘膜、移行上皮癌、子宮内膜腺癌、甲状腺乳頭癌、胆嚢癌、肺の腺癌など）。              
移行上皮癌、扁平上皮癌、小細胞癌でも陽性を示すことあり。

CA125
正常卵管上皮の細胞膜を中心に細胞質にも認める。ミュラー管由来組織（卵巣 / 子宮）の腺癌の大部分で陽性
を呈し、特に漿液性・類内膜性・明細胞性などほとんどの卵巣腫瘍に反応。混合型中皮腫や他の臓器の腺癌で
も陽性を示すことあり。

Calcitonin 甲状腺の傍濾胞細胞（C 細胞）から分泌されるペプチドホルモン。甲状腺髄様癌の鑑別に有用。
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Caldesmon 平滑筋収縮の制御蛋白。Fibroblast と myofibroblast との鑑別、GIST の分類など平滑筋分化マーカー とし

て有用。
Calponin（CALP） 分化型平滑筋細胞のマーカー、血管や内臓の平滑筋細胞に発現する高分子カルポニンと反応。

Calretinin CaBP スーパーファミリーで中枢および末梢神経組織、特に網膜や知覚経路のニューロンに豊富に発現。 
中皮、角質細胞、毛嚢、乳腺、汗腺神経内分泌細胞で同定されており、悪性中皮腫の診断に有用。

CD1a 胸腺皮質 T、ランゲルハンス細胞
CD3 胸腺、骨髄、末梢血の T リンパ球と反応し交差反応なし。大部分の T リンパ球性腫瘍。
CD4 T サブセット、ATL、T-CLL
CD5 T 全般、T 腫瘍、B-CLL
CD8 T サブセット、NK サブセット

CD10 氾急性白血病細胞と反応（CALLA）。子宮内膜腺細胞の基底部間質細胞、腎尿細管内腔で陽性を示す。
CD15（Granulocyte） ホジキンリンパ腫、AML、CML、急性リンパ芽球性白血病での低レベルの発現。

CD19 骨髄の前駆細胞から Ig 重鎖再構成期の後期 proB 細胞及び早期 preB 細胞に発現。B 細胞成熟の全段階で持続
発現し、形質細胞への最終分化で消失。

CD20（L-26） B 細胞、悪性 B リンパ腫
CD21 B の一部、B-CLL、樹枝状細胞
CD23 B の一部、活性 B、B-CLL

CD30（Ki-1） 活性化 T 細胞、活性化 B 細胞、ホジキン細胞、Ki-1 リンパ腫、Reed sternberg 細胞
CD31（Endothelial cell） 血管内皮、骨髄巨核球、血小板、単球、血管由来の良性・悪性腫瘍、カポジ肉腫

CD34 造血幹細胞～各種 Blast で陽性（成熟と共に陰性化する）、AML、ALL など未分化白血病、血管内皮細胞、 
G.I.S.T.（Gastrointestinal stromal tumor）

CD38（Plasma Cell） 白血球前駆、活性 T、胚中心 B、形質細胞
CD43（MT-1） T 細胞、骨髄細胞、正常 T 細胞、T 細胞リンパ腫
CD45（LCA） 白血球共通抗原（LCA）、T、B、顆粒球、単球、悪性リンパ腫、形質細胞腫

CD45RO（UCHL-1） T 細胞、悪性 T リンパ腫

CD56（N-CAM） 神経外胚葉由来組織、胎児筋肉組織、大脳、腎組織、小細胞癌、神経芽細胞腫、横紋筋肉腫、ウイルムス腫瘍、
ユーイング肉腫

CD68（KP-1, PG-M1） マクロファージ、クッパー細胞、骨髄系と組織球系との鑑別
CD79a 前 B 細胞～形質細胞まで広く反応。B-ALL、B 細胞性リンパ腫、骨髄腫

CD99（MIC-2） PNETs の細胞膜や細胞質に陽性。リンパ球、内皮細胞、Ewing 肉腫

CD117（C-kit） GIST（Gastrointestinal stromal tumor）、mast cell、ALL、末梢血液細胞にほとんど発現せず AML に発
現する。

CD138 多発性骨髄腫などの形質細胞由来の腫瘍の鑑別
CD246, p80 Protein

（ALK） 未分化型大細胞性リンパ腫

CEA （癌胎児性抗原） 正常大腸粘膜、多くの腺癌、甲状腺髄様癌
C-erbB-2 Oncopretein 20% の乳腺、卵巣、子宮、胃腸管の腺癌

Chromogranin A 分泌顆粒を含む神経内分泌細胞、内分泌由来の腫瘍の検索。膵ラ氏島の細胞質分泌顆粒に陽性所見が認められ
る。

CK8（35 β H11） 腺癌、神経内分泌系腫瘍、移行上皮癌
CMV

（サイトメガロウイルス）
サイトメガロウイルスの検出。感染細胞の核、細胞中のサイトメガロウイルス封入体、サイトメガロウイルス
感染の検索。

Collagen Ⅳ 基底膜の主成分のコラーゲンⅣと反応。悪性腫瘍の浸潤、転移に伴う基底膜の変化、減少の検索に有用。
Cyclin D1（bcl-1） 細胞増殖関連抗原を認識する抗体。Mantle cell lymphoma に発現。

Cytokeratin：AE1/AE3 扁平上皮、腺上皮など。主に上皮細胞と反応するため癌と他の腫瘍の鑑別に有用。
Cytokeratin：CAM5.2 腺上皮部に陽性所見が認められ、扁平上皮は陰性。主として腺細胞を検出できる。CK 8/18/19

Cytokeratin5/6 低分化型扁平上皮癌と腺癌の鑑別に有用。上皮型中皮腫と肺腺癌の鑑別にも他の中皮腫マーカーと併用するこ
とで有用。

Cytokeratin7 大部分の良性、悪性上皮病変と反応。腺癌、移行上皮癌と反応するが扁平上皮癌とは反応しない。
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Cytokeratin14 基底細胞、筋上皮細胞、中皮細胞で陽性。
Cytokeratin17 基底細胞、予備細胞、筋上皮。肺、子宮頸部、口腔由来扁平上皮癌、子宮頸部腺癌
Cytokeratin18 腺癌、基底細胞癌
Cytokeratin19 単層上皮、非角化型扁平上皮癌
Cytokeratin20 大腸、胆嚢胆 +B4：B27 管、膵腺癌、移行上皮癌、卵巣腫瘍

Cytokeratin34 β E12
（高分子 CK）

乳腺、脾臓、胆管、唾液腺、膀胱、鼻咽頭、中皮腫の一部と反応する。内分泌腺腫、肝癌、子宮内膜癌、腎癌
とはほとんど反応せずリンパ腫、悪性黒色腫、神経系腫瘍とは反応しない。 CK 1/5/10/14

D2-40 リンパ管内皮マーカー、中皮細胞のマーカーとしても使用可。
Desmin 平滑筋細胞、骨格筋細胞、筋肉系腫瘍

EB Virus 伝染性単核症の鑑別に有用。感染 B 細胞免疫芽球や多形性 B 細胞とも反応。
EMA 上皮細胞細胞膜、多くの腺癌、扁平上皮癌

ER ※ エストロゲンレセプター、ホルモン療法対象症例の選別。子宮内膜上皮、子宮平滑筋細胞、正常または過形成
の乳腺上皮細胞の核。分化型体癌で陽性率が高く、低分化型では低い。

ERC, Mesothelin GPI アンカー型膜タンパク質、正常中皮細胞、中皮腫に発現。膵癌、卵巣癌、肺癌などと関わりが示唆される。
E-Cadherin Ca2+ 依存性細胞接着因子で E 型（上皮細胞型）、N 型（神経組織型）、P 型（胎盤型）がある。
Factor Ⅷ

（Von Willebrand factor） 血小板の血管壁への粘着 , 活性化や第Ⅷ凝固因子の運搬や安定化に関係。血管内皮で産生される。

Factor13a 12 番目凝固因子。凝固最終段階でフィブリン重合体をゲル化する酵素。
Fibrinogen フィブリノーゲン、フィブリン、フィブリンフラグメントと反応する。

FSH 下垂体好塩基性細胞から分泌、卵胞刺激ホルモン
Gastrin 十二指腸、胃前庭部粘膜の Gcell で合成。
GFAP 星状膠細胞、脳室上衣細胞、神経膠腫、上衣腫、髄芽腫、脈絡叢乳頭腫
GH 下垂体前葉の好酸性細胞で産生分泌、成長ホルモン

Glucagon 膵ラ氏島α細胞から分泌されるペプチドホルモン
Glycophorin C 赤血球、赤芽球の細胞膜上のグルコース輸送蛋白

Granzyme B
活性化したヒト CTL や NK 細胞と反応し、他のリンパ球マーカーとの組み合わせにより細胞障害性分子を発
現する悪性腫瘍を同定するのに有用。細胞障害性 T 細胞で高い陽性率。正常組織では脾臓、肝臓、リンパ節中
の一部のリンパ球で陽性を示す。

HCG 胎盤から分泌される性腺刺激ホルモン。絨毛癌、HCG 産生腫瘍の検索に有用。
HCG β 正常胎盤組織、絨毛上皮癌のトロホブラスト、妊娠診断

Helicobactor 胃生検でのヘリコバクター・ピロリの証明。
Hepatocyto 肝細胞の検出、肝細胞由来の腫瘍

HER2 ※ HER2 過剰発現の検出。Herceptin 治療対象症例の選別。転移性乳癌患者の 25 ～ 30% で過剰発現。
HHF, Muscle Actin 骨格筋、平滑筋、心筋、横門筋肉腫、平滑筋肉腫、グロームス腫瘍、悪性繊維性組織球腫

HIK1083 胃粘液細胞、子宮頸部の悪性腺腫
HMB-45 胎児性メラニン形成細胞、悪性黒色腫

HPL 胎盤絨毛の合胞性トロホブラストから分泌。
IgA IgA 産生細胞、IgA 産生腫瘍
IgG IgG 産生細胞、IgG 産生腫瘍

IgG4 自己免疫性膵炎（AIP）とそれに伴う硬化性胆管炎、間質性肺炎、硬化性唾液性炎、涙腺炎などでも検出され、
IgG4 陽性の形質細胞浸潤が組織中に高度にみられることが確認されている。

IgM IgM 産生細胞、IgM 産生腫瘍

Inhibin α 女性：卵巣の顆粒膜細胞、黄体細胞
男性：精巣のセルトリ細胞から産生顆粒膜細胞腫やセルトリ細胞腫など精索間質性腫瘍の診断に有用

Insulin 膵ラ氏島β細胞から分泌されるペプチドホルモン
Keratin Wide 上皮細胞一般

LH 下垂体好塩基性細胞から分泌。黄体形成ホルモン
Mammaglobin 発現は乳腺組織に原局しており、原発巣不明悪性腫瘍における転移性乳癌の鑑別に有用。

※ ER, PgR, Her2 は実施料が異なります。
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MelanA 成人メラノサイトにも存在。メラノーマの 90% 以上で陽性。

Mesothelial Cell
（HBME-1） 中皮細胞や中皮腫細胞膜表面の microvilli に反応

M-GGMC-1, HIK1083 ラット胃粘液に由来する GlcNAc を含むムチン型糖鎖を認識。胃では幽門、噴門腺、Brunner 腺に陽性。
MIB-1（Ki67） 細胞増殖マーカー。核および核小体、分裂期核も陽性を示す。

MUC1 ムチン抗原の 1 つ。正常では主に膵腺房中心細胞・介在部・乳腺に存在。
MUC2 ムチン抗原の 1 つ。正常では主に大腸・小腸・気道に存在。

MUC5AC ムチン抗原の 1 つ。正常では主に胃腸窩上皮細胞。
MUC6 合成ペプチドに由来し、HIK1083 同様胃では頸部副細胞、幽門腺、噴門腺、Brunner 腺の細胞に反応する。

MUM1Protein びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫に強く発現し、その他のホジキン病の RS 細胞などにも発現が認められる。
Myeloperoxidase 好中球、単球、骨髄顆粒球の前駆細胞

Myoglobin 心筋や骨格筋の細胞内に存在するヘム蛋白。骨格筋 , 骨格筋由来腫瘍 , 横紋筋肉腫および横紋への分化を示す
腫瘍。

NF（神経細線維） 神経線維、神経細胞、副腎髄質細胞など。神経芽腫、褐色細胞腫、甲状腺髄様癌
NSE 神経細胞、神経線維、副腎髄質、神経内分泌系腫瘍、黒色腫、筋原性腫瘍

P504S 前立腺癌、前立腺肥大
p53 p53 癌抑制遺伝子産物、消化器癌、膀胱癌、乳癌など
p57 Complete mole の診断に有用。Partial mole の診断には使用不可。
p63 乳腺、唾液腺筋上皮細胞、前立腺基底細胞、重層扁平上皮、移行上皮基底細胞

PALP（胎盤性 ALP） 胎盤絨毛合胞細胞精上皮腫
PAP, PSAP 正常前立腺、肥大症、前立腺癌（原発巣、転移巣）、カルチノイド、ラ氏島腫瘍、膀胱腺癌

PCNA G1 期から S 期の合成される核蛋白。腫瘍細胞の悪性度や増殖能の判定。

PgR ※ プロゲステロンレセプター。ホルモン療法対象症例の選別。正常乳腺、子宮内膜、前立腺、乳癌、子宮癌、卵
巣癌など。分化型体癌で陽性率高く、低分化型では低い。

PRL, Prolactin 下垂体前葉の好酸性細胞や胎盤脱落膜細胞から分泌。
PSA 前立腺上皮、前立腺癌

S-100 蛋白 星状膠細胞、軟骨細胞、筋上皮細胞など。神経鞘腫、HistiocytosisX、脂肪肉腫など。
Somatostatin 膵ラ氏島δ細胞の他、胃、腸管、脳などで産生。

Synaptophysin

副腎髄質、皮膚、下垂体、甲状腺、肺、膵臓、胃腸管の神経内分泌細胞や、脳、脊髄などの神経細胞、網膜さ
らに胃の壁細胞、小腸の Paneth 細胞と反応する。神経芽細胞腫、神経筋芽細胞腫、神経節細胞腫、褐色細胞
腫、傍細胞腫などの神経内分泌腫瘍や下垂体腺腫、島細胞腫、甲状腺髄様癌、副甲状腺腫、肺・消化管のカル
チノイド

TdT 正常胸腺、骨髄の未分化な T 及び B リンパ球に発現。
Thyroglobulin 正常甲状腺濾胞細胞、甲状腺癌の検索。

TIA-1
Granzyme B などと共に CTL の細胞質内顆粒に発現する蛋白で細胞障害性 T 細胞、および NK 細胞に陽性。
リンパ腫では節外性 NK/T 細胞性リンパ腫、肝脾 T 細胞リンパ腫、皮下脂肪織炎様未分化大細胞型リンパ腫、
末梢性 T リンパ腫等に陽性となる。

TSH 下垂体好塩基性細胞から分泌、甲状腺刺激ホルモン
TTF-1 肺のⅡ型肺胞上皮細胞、クララ細胞、甲状腺の濾胞上皮細胞、肺の小細胞癌の大部分、甲状腺乳頭癌

Vimentin 間葉系細胞 / 腫瘍、未分化癌、肺腺癌 / 大細胞癌、腎癌、甲状腺癌、子宮内膜癌、漿液性卵巣癌、悪性中皮腫、
Grawitz 腫瘍

WT-1 Wilm's 腫瘍に存在する癌抑制遺伝子、中皮細胞のマーカー。serous Ad ca. の原発推定に有用。
α - SMA 筋線維、平滑筋肉腫の検索
β 2MG 血液透析に伴うアミロイドーシス（手根管症候群、破壊性骨関節症、多発性関節炎）

κ - chain B 細胞、形質細胞、形質細胞腫
λ - chain 遊離型および結合型 L 鎖λに反応する。

※ ER, PgR, Her2 は実施料が異なります。

57



58



59



60



61



62


